
「
和
田
嶺
合
俄
」
伝
え
る
遺
品

諏
訪
湖
博
物
館
1
6
0
年
記
念
し
企
画
展

幕
末
に
尊
王
擾
夷
を
掲
げ

て
京
都
を
目
指
し
た
水
戸
天

狗
党
を
、
高
島
・
松
本
両
藩

が
下
諏
訪
町
楓
獄
で
迎
え
撃

っ
た
「
和
田
嶺
合
戦
」
か
ら

1
6
0
年
を
迎
え
た
の
を
記

念
し
、
企
画
展
「
浪
人
塚
1

6
0
周
年
～
和
田
嶺
合
戦
と

弔
い
の
歴
史
」
が
同
町
の
諏

訪
湖
博
物
館
・
赤
彦
記
念
館

で
開
か
れ
て
い
る
。
戦
い
を

伝
え
る
絵
図
を
は
じ
め
、
実

際
に
使
わ
れ
た
鞍
や
胴
着
な

ど
約
6
0
点
を
展
示
。
戦
地
と

な
っ
た
村
の
住
民
を
中
心
に

現
在
ま
で
続
く
慰
霊
に
も
焦

占
巻
当
て
、
記
憶
や
文
化
の

伝
承
を
考
察
し
て
い
る
。
1
1

月
3
日
ま
で
。

（
飛
矢
崎
貴
規
）

諏
訪
湖
博
物
館
・
赤
彦
記
念
館
で
開
か
れ

て
い
る
企
画
展
「
浪
人
塚
1
6
0
周
年
」

京
都
御
所
を
守
護
す
る
徳
川
慶

喜
を
介
し
、
朝
廷
に
撰
夷
を
訴
え

よ
う
と
し
た
天
狗
党
は
、
元
執
政

の
武
田
群
雲
斎
（
1
8
0
3
～
6
5

年
）
を
総
大
将
に
水
戸
を
出
立
。

幕
府
の
追
討
令
を
受
け
、
老
中
で

高
島
藩
9
代
藩
主
諏
訪
忠
誠
（
1

8
2
1
～
9
8
年
）
は
、
軍
師
の
塩

原
彦
七
（
1
8
1
5
～
8
9
年
）
の

言
を
入
れ
、
1
8
6
4
年
1
1
月
、

和
田
峠
を
前
に
し
た
樋
橋
茶
屋
本

陣
で
戦
っ
た
。

会
場
に
は
諏
訪
出
身
の
文
化

人
、
岩
波
其
残
が
実
際
に
見
て
描

い
た
と
さ
れ
る
合
戦
図
、
彦
七
が

傷
を
負
っ
た
血
痕
の
残
る
鞍
や

鎖
帽
子
な
ど
、
生
々
し
い
戦
闘
を

伝
え
る
遺
品
が
並
ぶ
。

天
狗
覚
は
合
戦
で
1
5
人
の
死
者

を
出
し
た
と
さ
れ
る
が
、
連
合
軍

の
背
後
を
攻
め
て
陣
形
を
崩
壊
さ

せ
、
下
諏
訪
宿
で
一
夜
を
過
ご
し

て
伊
那
方
面
へ
と
進
ん
だ
。
死
ん

だ
浪
士
は
村
人
に
よ
っ
て
当
地
に

祭
ら
れ
た
。
5
年
後
に
6
人
の
名

を
刻
ん
だ
墓
標
が
建
立
さ
れ
、
今

に
残
る
浪
人
塚
が
築
か
れ
た
。
塚

は
樋
橋
の
住
民
に
よ
っ
て
管
理
さ

れ
、
節
目
に
は
記
念
祭
が
執
り
行

灘


